
高い送達効率・汎用性・安全性を兼ね備えた

薬剤搭載型バルーンカテーテルの研究開発

東京農工大学 赤木友紀

連絡先
東京農工大学 東小金井キャンパス, e-mail: y-akagi@go.tuat.ac.jp, TEL: 042-388-7156

ドラックコーティングバルーン(DCB)は、冠動脈疾患治療や下肢動脈疾患など、血管狭窄の治療に広く用

いられています。一方で、バルーンに搭載されている薬の大半は血液中に流れ出してしまうため、薬剤送達

効率の低さや、他組織への影響が報告されています。そこで、本研究では、患部まで確実に薬剤を運び、的

確なタイミングで薬剤を投与可能な、新しいDCBの構築を目指しています。
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✓光開裂基を介してﾊﾞﾙｰﾝに“結合”
→血流中での流出を防ぐ
→効率的に疾患部位へ送達
→疾患部位で選択的に放出可能(段階投与)

✓薬剤を封入したPAをﾊﾞﾙｰﾝに結合する
→封入する薬剤の種類を選ばない
(汎用性が高い)


